
■トップインタビュー■

Q. 御社の歴史と現在の事業内
容を教えてください　　
　弊社は、今年（2019 年）
で創業から９４周年を迎える

製材所です。創業当時（大正時代）は、久留米市内で樽
屋を営み、樽と桶の製造・販売などをしていました。大
正末期に主力商品であった樽等の売り上げが低迷したた
め、昭和元年に現在の元になる建築材の製造・販売に着
手いたしました。その後、太平洋戦争、久留米市の大空
襲など多くの困難を乗り越え、平成２年にこのうきは市
吉井町に事務所を移転しました。現在、私で４代目にな
ります。
　現在は、製材作業から梱包・配送まで行い、九州のみ
にとどまらず、全国のお客様に建築材を販売しています。
近年の少子高齢化に伴い、国内の消費が減少している問
題を考え、今年から新たに海外への販路拡大も少しずつ
ではありますが行っています。
Q. 会社として挑戦したい、伸ばしていきたいところはど
こですか　
　まずは、常日頃、心がけていることですが、既存のお

客様との関係性をより密にして今まで以上にお客様の
ニーズに応えた高品質の製品・サービスの提供、新規開
拓等を図っていくことです。次に、東京２０２０オリン
ピック・パラリンピックに関係する資材需要の伸びにも
陰りがみえてきており、今年から新たに取り組んでいる
輸出事業をできるだけ早く軌道に乗せることです。
Q. 御社の強みとこだわりについて教えてください
　昔の製材所では木を伐採した後すぐに建築材にして販
売していましたが、現在は乾燥という工程を入れないと
買手がつかなくなりました。
　弊社は、乾燥技術に関して、日本でもトップクラスの
技術を持っています。木材は 1つ 1つ癖や育ち方も違
いますが、そのすべてを完全に乾燥させ出荷しているの
は全国でも弊社だけだと思います。
　また、弊社は、海外の大手との取引に必要な森林認証
材も取扱っており、JAS の認定も受けています。
Q. うきは市の方に伝えたいことはありますか
　うきは市の方々には、やはり、うきは市の企業に就職
してもらいたいです。既に働いている方は、仕事の中で
何かやりがいを見つけ、その１つの企業で頑張って欲し
いです。共にうきは市の企業を盛り上げていけたらと
思っています。
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うきは市では、創業・移住支援ポータルサイト「うきはのはなし」
の中で市内創業者・事業所の紹介をしています。

昨年度に引き続き、広報うきはでも久留米大学生による取材記事を掲載します。
うきは市の様々な産業の魅力をお届けします。

　★取材を終えて★

　村田社長はとてもやさしい方で、いい雰囲気でインタビュー
することができました。村田社長と社員との仲もよく、中小企
業ならではの良さを感じました。　（原）
　村田社長はとても優しくたまに笑いなどを交えながら気さく
にインタビューに答えてくれました。インタビュー
を通じて、社長としての会社に対する熱い思いを
感じました。（國崎）
　インタビューを通じて、村田社長の会社への強い
思いが伝わってきました。将来自分が就職する時、
こういう人の下で働きたいと思いました。（池邉） 久留米大学３年
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